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沿岸漁業のスマートセンシング



定置網…温暖化の影響を強く受けている。すぐに対応が必要。

沿岸漁業の現在
遠洋漁業…延縄など（マグロ、カツオ）
沖合漁業…まき網など（イワシ、サンマ）
沿岸漁業…定置網、海⾯養殖など

⽇本の漁業⽣産額（⽔産庁HPより）

⽇本の漁業⽣産額の半分以上
は沿岸に依存している

養殖業…ホタテやワカメといった⾙類、海藻類には影響が出始めている。
⿂に対してはまだ影響は強くないが、将来を⾒据えた対策が必要。

将来的にどのような対応が可能か、
スマートセンシングに関する最新
の研究動向を紹介する。



定置網漁業について

定置網漁業の特徴は、沿岸部に近寄ってきた回遊⿂を設置
した網に誘い込んで獲る、受動的な漁業であること。特定
の⿂を狙うわけではなく、その場に多い⿂種を獲る漁業な
ので持続可能な漁業であると⾔える。

ただし環境変動へ対応するためには、能動性が必要である。
現在網に⼊っている⿂が何かが分かれば、選択的に漁獲、
あるいは逃がすことが可能になる。

南⽇本新聞社
https://news.yahoo.co.jp/articles/082f8ec9461f4d9f7be0fc2ade392edc86bbccd1

東洋経済オンライン
https://toyokeizai.net/articles/-/460458

温暖化によって⿂の分布が変化し、
これまでの知⾒に基づいた経済活動
や保護活動が難しくなっている。



定置網のスマートセンシング

⿂探エコー画像から早く逃さなけ
ればならないクロマグロの⼊網を
検知できる。（細川ら, 2017）

⽇東製網HPより

⽇東製網は、定置網の様⼦を⿂群探知機で
常時モニタリングし配信するシステムを開発した。

⿂種判別

ブリ漁獲量を10t以上（Large）、10t以下
（small）に機械学習によって⾃動分類する。
（杉野ら, 未発表データ）

バイオマス推定



⿂の養殖

養殖⿂に関しては、ワカメの⾊落ち、ホタテの斃死のような⾼温化による直接
的な被害はまだ多くないが、今後は増える可能性がある。
また、現在でも養殖業に被害を与える⾚潮の発⽣が温暖化によって頻発するこ
とも考えられる。

上下：柴加⽥（2020）より

⾚潮は海⾯付近で発⽣するの
で、浮沈式の⽣簀を使えば回
避できる。（⾼温化も同様）

⽇東製網HPより

⾚潮が発⽣すると⿂は海⾯を避ける逃避⾏
動を取るので、予兆を察知できれば⽣簀を
沈めるという対策をとることができる。

では、どのようにして異常⾏動を検知するか？



⿂探＋バーチャル⽣簀

⿂群探知機で⽣簀を常時モニタリングし、通常の状態からのズレを検知する。
⽣簀の中の⿂の数や⼤きさは変動するので、基準となる通常の状態のデータを取得する
のは難しいため、想定される通常の状態はあらかじめバーチャルで作っておく。

Nishikawa and Fukushima (2022)

バーチャル⽣簀
⽣簀の中の⿂群の形状や周回速度を測定し、定常状態を再現する。

※下の図は実際に⾚潮が起こった際の⿂の動き
を再現したものではなく、想定によるシミュ
レーション結果。

通常の状態

⾚潮を想定



まとめ

沿岸漁業における環境変化の影響とスマートセンシングを⽤いた対応策

• 沿岸漁業のうち、定置網漁業と⿂を対象とした海⾯養殖について、温暖化の
影響や対応策を議論した。

• 定置網漁業に対しては能動性（選択性）を持たせること、養殖業に対しては
異常検知が迅速にできることが当⾯の課題への対応となる。

• 現在研究が進んでいる「⿂群探知機＋機械学習」によるスマートセンシング
技術で、これらの課題を解決できる可能性がある。

• 将来的には、より環境変動に頑健で持続可能な沿岸漁業に向けて、他の技術
（例えば衛星による⾚潮探知など）と組み合わせたセンシング・管理システ
ムの開発が進むと考えられる。


